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する論文記事が新聞や雑誌に掲載されたことである。1902 年 10 月に『ラテン再生』
誌において「ピレネーのアリエージュ地方における音楽と歌」、1905 年 6 月に『メル
キュール・ミュジカル』誌において「カタルーニャ地方の音楽」、1906 年 5 月に『ス
コラ・カントルムの地域行動』誌において「民謡再生について」、1911 年 12 月に『ム
ジカ』紙において「ラングドック地方とルシヨン地方の民謡」が掲載された。また 1906




2 この内容は椎名 2011 に依拠する。 
3 当時セヴラックの作品はしばしば国民音楽協会やベルギーの自由美学劇場などで取り上げられてい








































































7 ヒルスブルンナー1992 p.111-112 
 






1870 スダンの戦いでプロイセンに大敗、ナポレオン 3 世が捕虜となり実質敗戦 
   プロイセン軍によるパリ包囲 
1871 普仏戦争敗戦 






    第 4 回パリ万国博覧会開催、西洋人の多くが初めて東洋の生の音楽に触れる 
ティエルソ、万博で演奏された音楽に関する書籍、楽譜を出版 
1895 〇ティエルソがフランス・アルプス地方で 1300 曲の民謡を採集 
1900 第 5 回パリ万博開催、“ Tour du monde ”と呼ばれる諸外国の展示が人気を誇る 
1905 〇ボルド、フランス民謡の収集、出版のため「フランス民謡協会」設立 
 
 椎名 2011 によれば、1845 年にフランス国内の民謡収集に関する法令10が発布され
た記録がある他、エマニュエル・シャブリエ11らによって採譜され 1888 年に出版され
 
8 井上 2009、椎名 2011、平野 1999 に依拠する。 
9 ジュリアン・ティエルソ Julien Tiersot(1857-1936)は 1889 年パリ万国博覧会で演奏された音楽につい







11 エマニュエル・シャブリエ Alexis-Emmanuel Chabrier(1841-1894)はオーベルニュ地方出身の作曲
 


























12 椎名 2011 p130 
13 1881 年という時期はドイツに比べると約一世紀遅いことになる。ドイツではヨハン・ゴットフリー




ラックの伝記にはそのことは記されていない。（椎名 2011 p118、Canteloube1984） 
16 仕事として伴奏付けを行い出版されたものは存在する。《18 世紀のシャンソン集》《フランスの古いシ
ャンソン集》等がそれにあたる。 
17 椎名 2011 p139-140 
18 ある民謡の旋律にほとんど手を加えずそのまま楽曲内で使用すること。 
 








































































・自身と関係が深い土地の民俗音楽 → A1 ルーツ・アイデンティ 
                     or / and 
・自国の民俗音楽         → A2 ナショナリズム 
OR 
・外国の民俗音楽         → B1 エキゾチシズム 
                     or / and 






・実在する民俗音楽の旋律  → C 既存の旋律の引用 
OR 
・民俗音楽の特徴による旋律 → D1 民謡調の旋律 
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γ. 基となる民俗音楽及び作品の調的特徴 
・調性的  → E 調性音楽23（一般的な西洋音楽） 
OR      or / and 
・非調性的 → F1 前衛音楽 
or / and 
F2 旋法音楽 
























































私の可愛いお人形 Ma Poupée Chérie 
https://imslp.org/wiki/Ma_poup%C3%A9e_ch%C3%A9rie_(S%C3%A9verac%2C_D%C3%A9odat_de) 
五つのギリシャ民謡 Cinq Mélodies Populaires Grecques 
https://imslp.org/wiki/5_M%C3%A9lodies_populaires_grecques_(Ravel%2C_Maurice) 
 










性音楽である（E）。 ③形式は有節形式である（G4）。 ④子守歌である（G6）。 
⑤少女が自分の人形を寝かしつけるおままごとを歌う（G7）。 ⑥「大きなパリ











《Cinq Mélodies Populaires Grecques》1.〈Chanson de la mariée〉3.〈Quel galant 
m'est comparable〉 
①ギリシャの民謡に伴奏付けをしたものである（B1）。 ②実在の民謡を引用している
（C）。 ③旋法的な民謡（1.〈花嫁の目覚め〉は G を基音とするミの旋法（フリギア旋
法）の他、一部伴奏形によって B を基音とするドの旋法（イオニア旋法）に移旋。3.
〈私と比べられる男前は誰〉は旋律線が A を基音とするレの旋法（ドリア旋法）、また間
奏と後奏は G を基音とするドの旋法（イオニア旋法））である（F2）。 ④旋律の構成音
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